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南高愛隣会コロニー雲仙について
（長崎県雲仙市）

福祉経済委員会　渡辺周二 委員長

　
南
高
愛
隣
会
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
を
支
援
す
る
団
体
の
施
設
で
、
弱
者
を

包
み
込
む
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、

35
年
間
福
祉
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
本
人
の
願
い
で
あ
る
「
ふ
つ
う
の
場
所
で
ふ

つ
う
の
暮
ら
し
を
」
実
現
す
る
た
め
の
支
援
を

始
め
、
入
所
型
施
設
は
、
通
過
施
設
、
一
過
性

施
設
、
出
口
の
あ
る
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、

社
会
自
立
へ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
、

こ
れ
ま
で
に
毎
年
平
均
し
て
定
員
の
約
12
％
を

施
設
か
ら
社
会
へ
送
り
出
し
て
い
る
。

　
治
療
教
育
と
指
導
訓
練
の
場
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
始
ま
り
、
地
域
生
活
の
拠
点
と
な
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
開
設
、
社
会
生
活
の
受

け
皿
づ
く
り
と
し
て
、
福
祉
工
場
や
デ
ィ
ナ
ー

サ
ー
ビ
ス
業
を
展
開
し
た
。
今
回
視
察
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
、
弁
当
づ
く
り
・
配
達
を
行
う

味
彩
花
（
あ
じ
さ
い
）
と
島
原
手
延
べ
素
麺
づ

く
り
を
行
う
コ
ロ
ニ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

こ
れ
に
当
た
る
。

　
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙
で
は
、
就
労
移
行
支
援
の
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
、
福
祉
的
な
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
旦
就
職
し
た
も
の
の
、
日
常
生
活
の
乱
れ
や

反
社
会
的
行
動
に
よ
っ
て
就
労
に
支
障
が
出
た

人
や
、
離
職
や
職
場
に
悩
み
を
持
つ
人
の
た
め

に
、
相
談
活
動
や
、
就
労
先
へ
の
定
期
的
訪
問

も
行
わ
れ
、
安
心
し
て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
も
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
福
岡
県
北
九
州
市
の
環
境
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
エ
コ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

な
お
、
視
察
予
定
だ
っ
た
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

の
に
こ
に
こ
子
育
て
応
援
隊
に
つ
い
て
は
、
台

風
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
た
。

震災での経験を教訓とした防災の取り組みについて
（宮城県栗原市）

企画総務委員会　蜂須賀信明 委員長
　
宮
城
県
内
陸
北
部
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な

栗
原
市
は
、
平
成
17
年
の
宮
城
沖
地
震
、
20
年

の
宮
城
内
陸
地
震
、
そ
し
て
今
回
の
東
日
本
大

震
災
と
３
年
ご
と
に
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
震
度
７
を
計
測

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
２
回
の
地
震
災

害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出

さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
自
主
防
災
組
織
の
果

た
し
た
役
割
」
が
大
き
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、

今
回
の
行
政
視
察
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
栗
原
市
で
は
、
18
年
３
月
に
「
自
主
防
災
組

織
推
進
要
綱
」
を
策
定
し
、
行
政
区
単
位
で
自

主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
よ
う
推
進
が
図
ら
れ
、

22
年
に
は
、
市
内
全
域
２
５
５
の
行
政
区
で
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

２
５
５
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
育
成
及
び
支
援

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
、
多
様
な
活
動
を
実
施
す
る
に
は
、
住

民
自
ら
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
思
の
下
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
の
関
連
事
業
を
展
開
す
る
と
と

も
に
自
主
防
災
組
織
へ
の
指
導
に
努
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
市
も
、
今
後
高
い
確
率
で
起
き
る
と
言
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
し
、
小
字
単
位
で

の
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
と
、
市
民

一
人
一
人
に
危
機
管
理
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
「
自
助
」
「
共
助
」
の
精
神
で
の
対
応

の
必
要
性
を
明
確
に
訴
求
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
福
島
県
郡
山
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
な
お
、
視
察
予
定

だ
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
の
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
被
害
状
況
と
現
状
に
つ
い
て
は
、
台
風
の

影
響
に
よ
り
中
止
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
運
用
に
つ
い
て

（
千
葉
県
市
原
市
）

議
会
運
営
委
員
会

　前
田
秀
文

　委
員
長

各委員会で先進事業を視察しました。
魅力ある刈谷市づくりに活かします。

　
市
原
市
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
運
用
に
加
え
、
議
会
の
災
害
対
応
に

つ
い
て
も
視
察
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
議
会
基
本
条
例
に
お
け
る
反
問
権
の
運
用
に
つ
い
て
、
反
問
の

内
容
や
手
順
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。
市
原
市
に
お
い
て
は
、
議
会

の
本
質
が
議
決
機
関
と
し
て
、
執
行
部
の
考
え
を
問
う
も
の
で
あ
る
性
質

か
ら
し
て
、
安
易
に
対
案
を
求
め
る
反
対
質
問
は
慎
む
こ
と
と
し
、
議
員

の
質
問
と
関
係
な
い
反
問
は
認
め
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

反
問
に
係
る
時
間
の
取
り
扱
い
と
し
て
、
反
問
と
そ
の
答
弁
に
係
る
時
間

は
、
質
問
の
時
間
に
含
め
る
な
ど
、
反
問
権
に
関
す
る
議
事
進
行
上
の
基

準
を
設
け
て
お
り
、
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

　
次
に
、
議
員
間
討
議
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
特
別
委
員
会
・
常

任
委
員
会
・
議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
実
践
し
て
お
り
、

特
に
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

議
員
間
討
議
を
広
く
活
用
し
、
意
見
を
集
約
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

過
去
の
事
例
で
は
、
庁
舎
の
耐
震
化
計
画
な
ど
行
政
に
お
け
る
大
き
な
事

案
、
問
題
点
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
議
員
間
の
共
通
認
識
と
し
て
討
議

し
、
集
約
を
計
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事
例
は
、
刈
谷
市

に
お
い
て
も
幾
つ
か
あ
り
、
現
在
想
定
し
て
い
る
議
員
間
討
議
と
は
趣
が

違
う
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
最
後
に
市
原
市
も
東
日
本
大
震
災
の
被
害
と
し
て
、
液
化
石
油
タ
ン
ク

の
爆
発
・
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災
な
ど
が
あ
り
、
市
原
市
議
会
災
害
対

応
指
針
・
市
原
市
議
会
災
害
対
策
会
議
設
置
要
綱
が
平
成
25
年
６
月
11
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
刈
谷
市
と
し
て
も
議
会
と
し
て
の
災
害
対
応
の

あ
り
方
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
今
後
、
対
応
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
埼
玉
県
越
谷
市
の
議
会
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
、
埼
玉
県

所
沢
市
の
議
会
基
本
条
例
の
運
用
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

議会改革の先進事例を研修

素麺づくりの様子を見学
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食
育
推
進
に
つ
い
て
、
科
学
体
験

館
の
整
備
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
の

通
園
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
児
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
助
成

に
つ
い
て
、
高
校
生
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
、
刈
谷
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
に
つ
い
て
な
ど
。

　
公
園
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

み
な
く
る
広
場
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
銀
座
Ａ
・
Ｂ
地
区
の
再
開
発
に

つ
い
て
、
刈
谷
城
築
城
に
つ
い
て
、

災
害
対
策
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
刈

谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
「
天
然
温

泉
か
き
つ
ば
た
」
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

い
て
な
ど
。

　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
う
小
中

学
生
へ
の
自
転
車
教
育
に
つ
い
て
、

学
校
の
体
育
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て
、
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷

の
空
調
設
備
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

森
三
郎
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
、
学
校

給
食
の
安
全
に
つ
い
て
、
給
食
費
の

滞
納
状
況
に
つ
い
て
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
つ
い
て
、
い
じ
め
に
つ
い
て

な
ど
。

小中学校における熱中症対策について
（埼玉県熊谷市）

文教委員会　山内智彦 委員長

　
熊
谷
市
で
は
平
成
19
年
８
月
に
気
象
庁
観
測

史
上
最
高
気
温
の
40
．
９
度
を
記
録
し
、
健
康

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
暑
さ
と
な
り
、
健
康

対
策
と
し
て
日
本
初
の
熱
中
症
予
防
情
報
発
信

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
市
内
全
29
小
学
校
に

設
置
さ
れ
て
い
る
表
示
計
か
ら
の
情
報
を
集
約

し
、
異
常
時
に
は
教
育
委
員
会
か
ら
注
意
喚
起

の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
。
ま
た
５
段
階
評
価
の

色
別
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
確
認
で
き
る
。

　
小
学
校
で
は
ク
ー
ル
ス
カ
ー
フ
を
全
生
徒
に

配
布
。
中
学
校
で
は
市
消
防
職
員
に
よ
る
講
義

を
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な
使
用
方
法
を
練
習
用
人

形
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
、
市
内
全
中
学
２
年
生

を
対
象
に
実
施
。
ま
た
、
市
内
全
小
中
学
校
の

全
普
通
教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
つ
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
あ
る
昨
年
度
の
救
急
出
動
件
数
は

前
年
度
よ
り
25
％
も
減
少
し
て
お
り
、
熱
中
症

対
策
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

小
中
学
生
世
代
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
ま
す
ま

す
熱
中
症
対
策
の
成
果
が
大
き
く
な
る
と
期
待

で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
身
近
な
、
し
か
も
深
刻
な
課
題

に
直
面
し
た
時
、
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

一
時
し
の
ぎ
で
な
く
恒
久
的
な
対
策
を
講
じ
る

よ
う
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
、
自
ず
と
幅
広
い
世

代
の
人
材
育
成
を
実
現
で
き
る
と
強
く
感
じ
、

た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
小
中
学
校

体
力
向
上
推
進
計
画
に
つ
い
て
、
茨
城
県
水
戸

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
整
備
に
つ
い
て
視

察
し
た
。

インフラマネジメント計画について
（東京都府中市）

建設水道委員会　鈴木絹男 委員長
　
府
中
市
で
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
の

高
度
経
済
成
長
時
代
に
整
備
し
た
道
路
、
橋
梁
、

公
園
、
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
老

朽
化
す
る
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
立
ち
上
げ
徹
底
的
な

合
理
化
を
図
っ
た
。

　
手
法
と
し
て
の
特
長
は
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
に

お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
基
準
を
数
値
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
管
理
を
厳
格
に
し
た
上
で
、
効

率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
図
る
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
例
え
ば
街
路
樹
の
高
さ
を
道
路
規
格

に
応
じ
て
設
定
し
、
そ
れ
を
効
率
的
な
周
期
で

剪
定
し
て
経
費
削
減
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
道

路
、
橋
梁
、
案
内
標
識
、
街
路
灯
、
公
園
、
下

水
道
に
お
い
て
も
理
想
的
な
補
修
サ
イ
ク
ル
を

設
定
し
た
上
で
予
防
保
全
を
き
め
細
か
く
行
う

こ
と
で
寿
命
を
伸
ば
し
、
維
持
費
の
縮
減
に
努

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
他
に
も
料
金
の
適
正
化
、
占
用
料
の
見
直
し

や
法
定
外
公
費
、
物
の
売
り
払
い
や
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
で
歳

入
の
確
保
も
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
業
務
の
見
直
し
等
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
や
、
不
具
合
の
通
報
制
度
を
始
め

と
し
た
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
管
理
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
導
入
す
る

場
合
、
現
状
の
維
持
経
費
よ
り
約
12
％
の
削
減

効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
先
進
事
例
は
刈
谷
で
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
群
馬
県
太
田
市
の
水
道
事
業
に

お
け
る
包
括
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
東
京
都
三

鷹
市
の
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
視
察
し
た
。

熱中症対策として使用される
クールスカーフ

インフラ老朽化への対応のため
先進事例を研究

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
、
陳

情
の
審
査
の
ほ
か
、
所
管
事
務
調
査

と
し
て
に
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
道
路

交
通
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、ゾ
ー

ン
３
０
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
を
利
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
投
票
率
向
上

へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
、
電
柱
へ
の
標
高
表

示
に
つ
い
て
な
ど
。

企
画
総
務
委
員
会

福
祉
経
済
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

文
教
委
員
会

議会トピックス
◆市内の中学３年生全員が議会を体験（平成25年 10月 31日～ 11月 15日）
　表紙の写真でもご紹介しましたが、昨年の10月から11月にかけて、市内の全中学校３年生が、
「地方自治制度学習」の一環として、刈谷市議会を訪れました。
　授業では、議会事務局の職員から議会について説明を受けた後、模擬議会を行いました。
　生徒の感想を掲載します。
・（模擬議会で）自分の思いつかなかった意見も出たり、委員会は大切だ
と思いました。20歳になったら選挙にいきたいです。
・社会の授業や教科書を読んでいるだけではわからないことがたくさん
感じられました。
・これからも刈谷のために頑張って欲しいです。そして、未来の刈谷の
ため、今の僕たちも市のことを考えていきたいです。
・議員は、意思の強さとはっきり判断できる知識が必要だと思いました。

◆要望書を総務省へ提出（平成25年 11月 26日）
　総務省が平成25年 11月６日付けの「地方法人課税のあり方等に関す
る検討会報告書」において「法人住民税の法人税割を一部国税化し、地
方交付税の原資として、地方へ再配分すること」を提案したことを受け、
「自治体の企業誘致の努力を失わせ、地方分権の流れに逆行する」など
の懸念から、西三河９市の議長連名により、法人住民税の据え置きや、
交付税制度の抜本的改革について、関係機関に要望書を提出しました。

◆初めての市民参加（平成25年 12月 10日・11日）
　11月１日号の市議会だよりでもご紹介しましたが、市議会へ請願を提
出した場合、提出した市民の方が委員会審査の場で直接意見陳述できる
ようになりました。
　12月定例会の企画総務委員会において、刈谷市議会における、初の
意見陳述者として、今川町在住の塚本康義さん（写真中央）が、請願を
提出した思いを述べられました。このほかにも、福祉経済委員会におい
て、名古屋市在住の髙見宏さんが意見を述べられました。

藤川政人総務大臣政務官
（左から２人目）と清水

議長（同３人目）


